
地域を支える、地域で支える

生 物 多 様 性

道の駅クロス 10十日町　中ホール（2F）

平成 27年

11月 23日（月・祝）13：30 ～ 16：30

第 3部　パネルディスカッション
　「中越地域における生物多様性の価値とその保全に向けた取り組み」

参加費
無料

新潟県では、豊かな生物多様性を守り、「人と生物（いきもの）が共生する新潟」を創
造する取組方針として「新潟県生物多様性地域計画」を今後策定する予定です。これ
に先立ち第 21 回里山学会では、中越地方の生物多様性の価値とその保全に向けた取り
組みについて、基調講演や実践例の報告を通して市民の皆さんと考え、「生物多様性」
についての理解を深めるためのシンポジウムを開催します。

第 1部　基調講演　
　「自然からの恵みとしての生物多様性  - 付加価値を高め、活かしながら保全する -」
　紙谷智彦 氏（新潟大学大学院 教授）

第 2部　話題提供
　「野鳥が教えてくれる『雪里』の生物多様性 -市民によるブッポウソウの保護活動を通して -」
　村山暁 氏（松之山野鳥愛護会 会長）

　「農家が支える生物多様性」
　大脇淳 氏（山梨県富士山科学研究所 研究員）

　「企業の CSR 活動による生物多様性保全」
　平澤聡 氏（こしじ水と緑の会 理事）
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造する取組方針として「新潟県生物多様性地域計画」を今後策定する予定です。これ
に先立ち第 21 回里山学会では、中越地方の生物多様性の価値とその保全に向けた取り
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主催：十日町市立里山科学館 越後松之山「森の学校」キョロロ、新潟県
お問い合わせ：十日町市立里山科学館 越後松之山「森の学校」キョロロ　Tel. 025-595-8311
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話題提供
14:30-14:50
「野鳥が教えてくれる『雪里』の生物多様性
　-市民によるブッポウソウの保護活動を通して -」
村山 暁 氏（松之山野鳥愛護会　会長）

14:50-15:10
「農家が支える生物多様性」
大脇 淳 氏（山梨県富士山科学研究所　研究員）

15:10-15:30
「企業の CSR 活動による生物多様性保全」
平澤 聡 氏（こしじ水と緑の会　理事）

15:30-15:40　休憩

13:30-13:35　開会のあいさつ
13:35-13:40　趣旨説明・講演者紹介

基調講演

13:45-14:25
「自然からの恵みとしての生物多様性
     - 付加価値を高め、活かしながら保全する -」
紙谷智彦 氏（新潟大学大学院　教授）

14:25-14:30　休憩

生物多様性地域計画について
13:40-13:45
「新潟県生物多様性地域計画の策定に向けて」
新潟県県民生活・環境部環境企画課

パネルディスカッション
15:40-16:25
「中越地域における生物多様性の価値とその保全に向けた取り組み」
コーディネーター：紙谷智彦 氏　パネラー：話題提供者など

16:25-16:30　閉会のあいさつ

紙谷 智彦 新潟大学大学院 教授

1952 年富山県生まれ。森林再生・野生植
物の生態が専門。十日町市では、かつて
薪炭林だった松之山のブナを活用するた
めのネットワーク作りや、多様な生き物
が生息する湿田で無農薬・無施肥による
米作りを地区の皆さんや新潟大学ダブル
ホームの学生とともに実践中。

村山 暁
1949 年松之山出身。教員として 38 年間
勤め、退職後キョロロ館長に就任。この間、
理科学習や自然観察を通して、地域の自
然を子どもたちと一緒に学んできた。キョ
ロロの設立にも携わり、参加体験型地域
活性化拠点施設として地域と協働した活
動を実践。専門分野は天文、野鳥、昆虫。

松之山野鳥愛護会会長
「森の学校」キョロロ館長

大脇 淳
金沢大学大学院自然科学研究科博士後期
課程修了。森の学校キョロロ研究員、新
潟大学特任准教授を経て現職。里山とい
われる農業景観では、人の営みによって
生物多様性が維持されてきたことに興味
を持ち、学生時代からずっと里山の生物
多様性の特徴や維持機構を研究してきた。

山梨県富士山科学研究所
研究員

平澤 聡

1981 年 朝日酒造㈱入社。1984 年 社内の
ホタルチームの立ち上げに参画、同社の
環境活動に一貫して関わるかたわら、自
然保護活動や環境教育活動のボランティ
アリーダーとして県内外で活動を続ける。
朝日酒造㈱取締役部長、（公財）こしじ水
と緑の会 理事。長岡市在住。

公益財団法人
こしじ水と緑の会　理事

中越地方の自然環境の特徴

世界有数の豪雪地帯を含む中越地方は、ブ
ナ林を代表とした森林、信濃川や棚田に代
表される豊かな水辺環境、稲作を基盤とし
た農業など、豪雪地ならではの自然環境を
活かした人々の営みによって成立した独特
の「雪国の里山（雪里）」が成立しています。

第 21回里山学会　趣旨 プログラム

市民が主役の生物多様性保全

農業という生業の視点と生物多様性

企業の CSR 活動としての生物多様性保全

私たちにとっての等身大の生物多様性とは

市民による生物多様性モニタリング、博物
館と連携した市民協働調査などの「市民参
加型科学」は、地域の生物多様性保全のた
めの重要なツールの一つであり、絶滅危惧
種の保全活動にもつながっています。

棚田を代表とする豊かな水辺環境には、カ
エルやトンボなど多様な生物が生息します
が、耕作形態の変化により絶滅危惧種に
なってきています。現在、生物多様性に配
慮した農業形態が注目されてきています。

山菜やキノコ、薪や炭、民具など、食文化から伝統文化に至るまで、
私たちは地域の生物多様性を身近な存在として、持続的に活かしなが
ら暮らしてきました。一方、過疎高齢化という社会的背景、農業や里
山の利用形態の変化、温暖化などの問題は、地域の生物多様性を劣化
させる大きな要因となっています。中越地域の生物多様性の価値を踏
まえ、私たち市民が参画しながら保全や活用を探っていくことは、「人
と生き物が共存する新潟」を創造するために大切なことの一つです。

豊かな自然環境は私たちの生活や生産活動
にも大きな恩恵をもたらしています。「企
業の社会的責任（CSR）」は、生物多様性保
全活動へ市民の主体的参画をサポートす
る、新たなスタイルです。

講演者プロフィール




